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4-1 搬⼊ 
搬⼊出⾞両証をお送りいたしますので搬⼊⾞両は、すべてこの搬⼊出⾞両証をフロントガラスにつけてください。 
搬⼊時の⾞両指⽰などは、主催者および警備員が担当しますので係員の指⽰に従ってください。 
なお、搬⼊が終了し待機する⾞両は速やかに⾞両待機所もしくは有料駐⾞場に移動してください。 
搬⼊期間中および会期中、⾞両待機所にお⾞の留め置きはできません。有料駐⾞場をご利⽤ください。 
 
搬⼊⽇時︓ 7 ⽉ 3 ⽇（⽉） 8:00〜18:00（館内への⾞両乗り⼊れは 17:00 まで） 
 7 ⽉ 4 ⽇（⽕） 8:00〜18:00（館内への⾞両乗り⼊れは 15:00 まで） 
 ※上記以外の作業は、時間外作業となり届出が必要となります。 
 8:00 以前、22:00 以降の作業は有料となります。 
 巻末の規定作業時間外作業申請書を、作業を⾏う前に事務局へご提出下さい。 
    （早出届は前⽇までにご提出下さい。） 
 
・宅配便で荷物を送付するときの注意事項 
●搬⼊期間中に、宅配便（⼩包みなど）を会場に送る場合は、⽇付を指定の上、ブースに受取⼈がいるようにしてください。
事務局では、出展者からの⼩包などは⼀切お預かりしません。なお、送付状の送り先記⼊欄には、下記事項を必ずご記
⼊ください。 
●会期中及び搬出時には、宅配便カウンターを設置します。 

（宅配カウンター扱い業者︓ヤマト運輸予定） 
送付先記⼊必要事項︓ 

※ブース宛のお荷物はすべて各ブース
での受け取りとなります。時間指定を
し、荷物到着予定時間には必ずブース
に待機していただきますようお願いしま
す。 

〒220-0012 神奈川県横浜市⻄区みなとみらい 1-1-1 
パシフィコ横浜 展⽰ホール C 
「第12回再⽣可能エネルギー世界展⽰会」内（⼩間番号R-〇〇〇） 
◎出展者名 
◎受取担当者⽒名 
◎担当者電話番号（携帯電話等） 
◎納⼊⽇は 7 ⽉ 3 ⽇（⽉）〜4 ⽇（⽕）限定でお願いします。 

 
・出展物の搬⼊出取扱 
①クレーン・フォークリフト等を必要とする場合は、⽇本通運（株）にお問合せいただくか、各社でご⽤意くださるようお願い致

します。 
②開梱包は割り当て⼩間内にて⾏い、通⾏または他の出展者の妨害にならないように注意して下さい。 

通路上に放置してある物品は会場清掃員に廃品として処理させる事がありますのでご注意下さい。 
③出展物の展⽰に際しては、⽕災，障害などの事故を起こさないように注意して下さい。 
④会期中の搬⼊出は開催時間外に⾏うものとし、事務局の承認を受けてから⾏って頂くようお願い致します。 
⑤搬⼊から搬出の全期間を通じ不測の事故発⽣による損害を受けないよう、出展物に対する保険として最適な「動産総合

保険」に加⼊することをお勧め致します。 
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4-2 搬出 
搬出⾞両は、すべて搬⼊出⾞両証をフロントガラスにつけてください。 
搬出時の⾞両指⽰などは、主催者および警備員が担当しますので係員の指⽰に従ってください。 
7 ⽉ 7 ⽇（⾦）8:00 ごろ（予定）より⾞両待機所を開放し、警備員が⾞両を誘導いたします。 
搬出作業時間までは係員の指⽰に従い、⾞両待機所にて待機してください。 
 
搬出⽇時 7 ⽉ 7 ⽇（⾦） 17:00〜22:00 
ただし、17:00 から 18:00 までは、カーペット・エアー・給排⽔・臨時電話撤去など主催者作業も⾏いますので、 
出展者関連の館内への⾞両の乗⼊れは、18:00 ごろからとなります。 
17:00 から 18:00 までは、会場内への⾞両の進⼊はできませんので、出展物の梱包や⼿運びによる搬出を⾏なってください。
また、17:00 までは開場中ですので作業は絶対にしないでください。 
 
搬出についての注意事項 
・積み込み作業 

積み込みに際しては、必ず出展者の⽅が⽴ち会ってください。 
積み込み作業中の⾞両には必ず運転者の⽅がついてください。 
積み込み作業中、⾞両は他の搬出作業の妨げにならない場所に駐⾞してください。 
特に中央通路、搬出⼝付近の駐⾞は堅くお断りいたします。 

 

・⼿運びによる搬出 
搬出において、軽量なものは、⼿運び搬出をした⽅が短時間で、スムーズに⾏えます。 
搬出の際は、あらかじめ台⾞などをご⽤意されることをお勧めいたします。 

 

・廃棄物の処理 
展⽰廃棄物、使⽤済みの資材などは出展者の責任によりお持ち帰りください。 
特に、ビニール・プラスチック・⾦属（カン）、カーペット、ガラス、ゴム、油などの産業廃棄物は処理できませんので、各出展
者でお持ち帰りください。 
 

・搬⼊出業者 
出展に関わる輸送、搬⼊・搬出に要する費⽤は⼀切出展者の負担となります。 
特に業者の指定はございませんので、出展者の指定する業者に搬⼊出⾞両証および作業者シールを渡し、作業を依頼
してください。 
⼀般の宅配業者（ヤマト運輸、佐川急便等）は搬⼊出⾞両証および作業者シールは必要ございません。 
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4-3 搬⼊出⾞両導線 
 

 
 
※⾞両待機所は、変更になる場合がありますので、予めご了承ください。 
※搬⼊出経路は変わる場合があります。詳しくはお送りする⾞両証の裏⾯をご覧ください。 
 
搬⼊出時の注意事項 
●搬⼊出⾞両の進⼊路は、事務局が指⽰する経路に従ってください。 
●搬⼊・搬出作業のための⾞両待機場所は⾞両駐⾞場ではありません。作業終了後は速やかに⾞両をご移動ください。 

なお、保安警備上、⾞両の留め置きはできませんので予めご了承ください。 
⻑時間駐⾞される場合は⼀般駐⾞場（有料、P.9 参照）をご利⽤ください。 

●展⽰物・装飾物等の搬⼊出は、⼤⼩にかかわらず指定の搬⼊出⼝より⾏ってください。 
●展⽰ホールへは、最⼤積載量 10.5t 未満の⾃動⾞まで乗り⼊れ可能です。 
●展⽰ホールへの⾞両⼊出時は、扉等の施設を破損しないよう⼗分にご注意ください。 
●会場には搬⼊・搬出⽤の台⾞はありませんので、各社にてご⽤意ください。 
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4-4 ⼀般・チャーター搬⼊搬出／会場内重機作業／通関 
■⼀搬・チャーター搬⼊搬出 
⼀搬･チャーター搬⼊搬出サービスは、出展物の出展者様倉庫から会場内⼩間までのチャーター⼀気通貫配送や、⽇本通
運（株）指定倉庫から会場内⼩間までの搬⼊出、⼜は、会場搬⼊⼝から会場内⼩間までの搬⼊・重機による設置、併
せて、会場からの返送などをお引き受けするものです。 
ご利⽤を検討される出展者様は提出書類【7】「⼀般・チャーター搬⼊搬出 ⾒積依頼書」に必要事項をご記⼊の上、6
⽉ 12 ⽇（⽉）までに⽇本通運（株）五反⽥航空⽀店へご提出（ご連絡）願います。 
 

 
 
※1︓出展物受付期間中に弊社指定倉庫まで「元払い」にて発送ください。（受付期間・弊社指定倉庫住所等は別途ご

案内申し上げます。）申込受付後に「出展者名」「⼩間番号」を記載した荷札データをお送りしますので各お荷物に
必ず貼付ください。 

※2︓会期終了⽇、返送⽤荷札をブースまでお届け致しますので、会期終了後、お荷物へ必ず貼付ください。お荷物は弊
社係員がブースまでお引き取りに伺います。ご返送先へのお届けは 7 ⽉ 12 ⽇（⽔）以降になります。 

※3︓上記②弊社指定倉庫→会場→⼩間までの輸送については個数・重量・内容品等により当該区間がチャーター搬⼊
（搬出）扱いになる場合も御座いますので（→②Ｂ）、上記①への変更等はご相談させていただきます。 

 
＜お願い事項＞ 
Ａ︓⾼価品・貴重品・易損品等により運送をお引受け致しかねる場合がございます。 
Ｂ︓出展物の内容により、「こわれもの注意」「上下指定」等の表⽰と共に、厳重な梱包をお願いします。 
Ｃ︓貨物保険の付保につきましても、別途ご相談願います。 
 
■会場内重機荷役作業 
詳細及び費⽤等のお問合せは、⽇本通運（株）五反⽥航空⽀店までお問合せください。 
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■諸料⾦表 
（1）⼀括混載搬⼊・搬出料⾦（②Ａ）（ 指定倉庫での⼊出庫作業・保管。指定倉庫⇔会場内⼩間の輸送） 
搬⼊作業料 ￥2,500／件 
搬出作業料 ￥2,500／件 

※上記料⾦は商品形状・個数・重量等により適⽤できない場合がございます。よって、チャート図の②Ｂ⼜は①になりま 
すので別途ご相談させていただきます。 
 
（2）空箱保管料 
カートンボックス ￥500／個 
⽊枠・ロードレース ￥1,000／個 
その他特殊な形状のモノ（例︓カゴ台⾞） ￥2,000／個 

 
（3）運送保険 
保険料は商品内容・価格・輸送区間等により個別相談させていただきますのでご連絡ください。 
 
（4）宅配便（混載返送︓弊社指定倉庫→ご返送先） 

 （単位︓円、消費税別） 

 
 
（5）会場内重機荷役作業・特殊作業等料⾦（チャート図③④） 
商品詳細（内容・個数・重量・サイズ・作業内容等）を頂いたのち、お⾒積りさせていただきます。 
 
■お⽀払い⽅法 
申込み受付後、別途ご案内させていただきます。 
 
■国際輸送 
海外からの貨物輸送のご希望がある場合は⽇本通運（株）五反⽥航空⽀店までお問合せください。 
 
■外国貨物の通関 
輸⼊申告〜会場搬⼊・設営〜撤収・返送まで⼀貫してお取り扱いが可能です。本展⽰場は保税展⽰場ではありません。
外国貨物である出展物を展⽰する場合は、ATA カルネ※1 を使⽤して持ち込むようにしてください。 
※1 ATA カルネ︓昭和 48 年 11 ⽉ 1 ⽇から実施されたこの条約は、報道・放送⽤など職業⽤具や⾒本市、博覧会など
の展⽰物品については再輸出を条件として⼀時免税輸⼊を認め、その場合 ATA カルネを使⽤すれば税関への担保の提出
や輸⼊申告等類の提出の必要はなくなるという通関簡素化をめざした条約です。 
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■輸⼊通関について 
費⽤および詳細のお問い合せは⽇本通運（株）五反⽥航空⽀店までお問合せください。 
 
 

《⼀般・チャーター搬⼊搬出／会場内重機作業／通関に関するお問合せ先》 
⽇本通運（株） 五反⽥航空⽀店 担当︓塩⽥、⽵⾕、⾦井 

〒143-0025 東京都⼤⽥区南⾺込 5-42-18 
TEL : 03-3778-8274 FAX : 03-3778-8264 E-mail : event-gte@air.nittsu.co.jp 
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5-1 基礎⼯事 
 
①⼀般ブース 
 

1．展⽰⼩間の基本設備 
基礎⼩間（オクタノルムシステムパネル） 
・1 ⼩間の⾯積は間⼝ 3ｍ×奥⾏ 3ｍ×⾼さ 2.7ｍの 9 ㎡です。 
 

・間仕切りは原則として主催者側で設置します。（4ｍｍベニヤ板両⾯⽩ビニール仕上げ）。 
ただし、⾓⼩間には原則として、通路側の側壁は設けません。 
また、四⽅が通路となる独⽴⼩間には、区画の標⽰はすみだしで⾏ないます。 
 

・⼩間内の装飾（展⽰台、吊り看板、説明パネル、社名板など）は、それぞれの業者に指定して、出展者の負担で⾏ってく
ださい。ご希望があれば優良業者を紹介いたします。 
すべての展⽰物・装飾品は、⼩間のスペース内におさめてください。 
 

・使⽤されているシステムのビームおよびパネルの切断、釘うちなどの加⼯はできません。 
加⼯が必要な場合は指定協⼒会社 （株）アドポイントにご相談ください。 
 

⼀般⼩間⾒取図 
 

 
 
2．ブース番号表⽰ 
事務局では下図のようなブース番号の書かれた突き出し看板を制作し取り付けます。他社が隣接している場合、看板の裏
⾯は隣接他社のブース番号となります。なお、独⽴⼩間の場合は看板を配布しますので必ず来場者の⽬につく位置に取り
付けてください。 
 

   
 

3．ブース責任者／装飾施⼯業者の登録 
ブースの責任者（運営会社・施⼯会社の⽅でもかまいません）、⼩間の装飾業者が決定しましたら巻末の提出書類【1】
「ブース責任者／装飾施⼯業者通知書」を（株）アドポイントへご提出ください。 
 

4．基礎⼩間装飾業者 
展⽰会事務局では基礎⼩間設備を⾏うため下記の業者を指定します。 
 

《基礎⼩間に関する問い合わせ先》 
（株）アドポイント 担当︓雪野・関本 

〒102-0072 東京都千代⽥区飯⽥橋 4-2-1 岩⾒ビルディング 1F 
Tel. 03-3261-1060  Fax. 03-3261-5345 

E-mail︓re2017@adpoint-inc.co.jp 
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②中⼩・ベンチャー企業ブース 
 
設置要項 基礎⼩間（オクタノルムシステムパネル） 
・1 ⼩間の⾯積は間⼝ 2ｍ×奥⾏ 2ｍ×⾼さ 2.7ｍの 4 ㎡です。 
 
基本ディスプレイ 
社名表⽰︓ゴシック体、⿊ 1 組  
パラペット︓システムパネル・⽩（H300）  
床⾯︓カーペット貼り（3 ⾊から選択）  
受付カウンター1 台 
電気︓幹線⼯事・使⽤料 1kW 
照明︓FL28W×1 灯、SP22W×2 灯  
コンセント 1 個  
備品︓折りたたみ椅⼦×1 脚  
※上記基本ディスプレイは使⽤しない場合も、料⾦を差し引くことはできませんのでご了承ください。 
※2 ⼩間の場合は電気・社名表⽰・受付カウンター以外のディスプレイがそれぞれ倍になります。 
 
 

 
 
※中⼩・ベンチャー企業ブースでお申込みの⽅は、巻末の提出書類【8】「中⼩・ベンチャー企業ブース詳細申込書」を 

提出して下さい。 
※基本ディスプレイ以外の備品をご希望の⽅は、巻末の提出書類【10・11・12】にてお申込み下さい。 
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5-2 パッケージディスプレイ 
装飾⼯事の設計施⼯の⼿間が省け、展⽰品を持ち込み説明員を派遣するだけで展⽰が⾏えるパッケージディスプレイをご
⽤意いたします。 
新たにパッケージディスプレイをご希望の出展者の⽅は、巻末の提出書類【9】「パッケージディスプレイ詳細申込書」をご提出
下さい。なお、追加備品などにつきましては、P30・31 をご参照ください。 

※社名をロゴ仕様で希望される場合は、別途費⽤がかかります。  
⾓⼩間の場合通路側に壁⾯は⽴ちません。また、⾓⼩間の社名は正⾯のみとなります。 追加 5,400 円/1 ヶ所で側⾯通路側にも表記できます。 

1 ⼩間タイプ ￥88,560（消費税込み） 2 ⼩間タイプ ￥147,960（消費税込み） 

  

設備概要 
●壁⾯︓システムパネル・⽩（W3000×D3000×H2700） 
●パラペット︓システムパネル・⽩（H300） 
●受付カウンター（中棚付）（W900×D450×H800） 
●床⾯︓カーペット貼り（3 ⾊から選択） 
●電気︓幹線⼯事・使⽤料 1KW 
●照明︓FL28W×1 灯、SP22W×2 灯 
●コンセント 1 個 
●備品︓折りたたみ椅⼦×1 脚、名刺受け×1 個 
●社名表⽰︓ゴシック体、⿊ 1 組 

設備概要 
●壁⾯︓システムパネル・⽩（W6000×D3000×H2700） 
●パラペット︓システムパネル・⽩（H300） 
●受付カウンター（中棚付）（W900×D450×H800） 
●床⾯︓カーペット貼り（3 ⾊から選択） 
●電気︓幹線⼯事・使⽤料 1KW 
●照明︓FL28W×2 灯、SP22W×4 灯 
●コンセント 2 個 
●備品︓折りたたみ椅⼦×1 脚、名刺受け×1 個 
●社名表⽰︓ゴシック体、⿊ 1 組 

 

3 ⼩間タイプ ￥200,880（消費税込み） 

 
設備概要 
●壁⾯︓システムパネル・⽩（W9000×D3000×H2700） 
●パラペット︓システムパネル・⽩（H300） 
●受付カウンター（中棚付）（W900×D450×H800） 
●床⾯︓カーペット貼り（3 ⾊から選択） 
●電気︓幹線⼯事・使⽤料 2KW 
●照明︓FL28W×3 灯、SP22W×6 灯 
●コンセント 3 個 
●備品︓折りたたみ椅⼦×1 脚、名刺受け×1 個 
●社名表⽰︓ゴシック体、⿊ 1 組 
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5-3 パッケージディスプレイオプション品⼀覧 
システム素材の展⽰台等をオプションでご⽤意致します。独⾃の装飾または「パッケージディスプレイ」をご利⽤の際、展⽰台等
の追加をご希望の⽅はご利⽤下さい。巻末の提出書類【10】「パッケージディスプレイオプション品申込書」にてお申込下さい。 
※システム部材の基本⾊は⽩となります。 
※各展⽰台の耐荷重は 50kg〜80kg となりますので重量物を設置する場合は、ご確認ください。 
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5-4 備品リース 
⼩間内で利⽤する家具・備品については、下記のリストをご参考に巻末の提出書類【11】「備品リース申込書」にてお申込く
ださい。  

 

 
 
 
 



5.  装飾・施⼯ 

 33 

 

 

 
 

《パッケージディスプレイオプション品・備品リース・AV 機器レンタルに関する問い合わせ先》 
（株）アドポイント 担当︓雪野・関本 

〒102-0072 東京都千代⽥区飯⽥橋 4-2-1 岩⾒ビルディング 1F 
Tel. 03-3261-1060  Fax. 03-3261-5345 

E-mail︓re2017@adpoint-inc.co.jp 
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5-5 装飾規定 
装飾を依頼される際は、本マニュアルの記載事項を依頼先企業様にお伝えください。 
Web サイトにも抜粋版が掲載されております。（http://www.renewableenergy.jp/regulation2017/） 
 
1．すべての装飾物は、⾃社⼩間よりはみ出すことを禁⽌します。 
2．壁⾯設置に関する制限 

通路に⾯する箇所に壁装飾を必要以上に多⽤しますと、周辺の出展者に圧迫感を与えるだけでなく、来場者にも⼩間
内に「近寄りがたい雰囲気」を作り、せっかくの⼩間スペースが⼗分いかされません。 
本展では次のとおり装飾規定を設けます｡ 
4 ⼩間以上のブロック⼩間及び独⽴⼩間の装飾では通路に⾯する壁⾯を広い範囲に設置すると通路をはさんだ対向⼩
間へ圧迫感を与え、展⽰効果を妨げますので、⼩間の境界線から内側 1m 未満の範囲に壁⾯を設置する場合は 1 辺
につき 50％以上の開放⾯を設けてください。 
ただし、通路をはさんだ対向⾯が⼩間ではなく会場壁⾯の場合は制限いたしません。 
 

 
 

3．⾼さ制限 
中⼩・ベンチャー企業ブース︓すべての装飾は 2.7m 以内に収めてください。 
⼀般ブース︓ 
7 ⼩間以下のブースは通路および基礎パネルより 1ｍセットバックした部分は床⾯から 3.6ｍまで装飾が可能です。 
※通路をはさんだ対向⾯が⼩間ではなく会場壁⾯の場合は、躯体に⾯する辺に限り 1ｍセットバックの必要はありません。 
8 ⼩間以上の独⽴⼩間の場合は床⾯から 5ｍまで装飾が可能です。その場合に関しても⼩間の境界線から内側 1m
未満の範囲に壁⾯を設置する場合は 1 辺につき 50％以上の開放⾯を設けてください。 
※展⽰物についての⾼さ制限はありませんが、陳列設備、装飾、標⽰などの⾼さは床⾯から 2.7ｍ以下に制限されてい
ます。2.7ｍをこえる展⽰品に何らかの装飾を施す場合には装飾は 2.7ｍ以下の場所にお願いします。 
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4．⼩間装飾などの造作物 

あらかじめ⼯作成型のうえ、組み⽴てる程度のものとし、会場内の作業は最⼩限にとどめてください。 
5．通路上に施設や標⽰を設けないでください。 
6．作業に際し、電気・ガスなどによる溶接その他⽕気の使⽤は禁⽌されています。 
7．作業は必ず⾃社の⼩間内で⾏い、通路⼜は他の⼩間内を使⽤するなど他社の迷惑となる⾏為はご遠慮ください。 
8．⼩間内床にカーペット類を敷く場合には、弱粘着性両⾯テープで固定してください。 
9．⼩間造作及び展⽰物は地震などにより転倒、落下、移動などしないよう確実に固定、取り付けを⾏ってください。 

10．⾃社⼩間の装飾施⼯業者名を登録するために、出展者は必ず巻末の提出書類【1】「ブース責任者／装飾施⼯
業者通知書」を（株）アドポイントまで提出してください。なお、⾃社で施⼯する場合も必ず提出してください。 

11．⼤型機器の使⽤制限 
100 インチ以上の⼤型映像機器を⽤いる場合は、下図の通り通路⾯（⼩間の境界線）から映像機器の前⾯（画
⾯）までの距離を 5ｍ以上、側⾯までの距離を 2ｍ以上確保してください。この距離を確保できない場合は 100 インチ
以上の⼤型映像機器は使⽤できません。100 インチ未満の映像機器であっても⾃社⼩間内に⼗分な聴衆スペースを
設け、通路の往来の妨げにならないようご注意ください。 
 

 
 
12．ナレーション⾳量 

ブース内から発⽣するビデオ・ナレーション等の⾳量は、⼩間境界線より2ｍの地点で計測して70デシベル以下とします。
会期中係員が計測し、70 デシベルを超えている場合は⾳量を下げていただきます。但し、隣接⼩間より苦情が出た場合、
あるいは会場内の騒⾳がひどい場合も来場者にとって最も聞きやすい環境を保つため、規定にとらわれず規制する場合が
あります。また、スピーカー等の拡声装置を近隣のブースに対して正⾯に向けることを禁⽌します。壁⾯や造作柱にスピー
カーを設置する場合は、スピーカーの中⼼軸を垂直下⽅へ 45 度までに調整してください。 

 
 
13．照明器具 

レーザー光、フラッシュライト等視覚障害を起こす可能性のある照明器具の使⽤を禁⽌します。 
14．その他 

スモーク、臭気等近隣のブースの迷惑となる装飾や演出は禁⽌します。その他事務局が不適当（往来の妨げ、近隣出
展者の展⽰の妨害）と認めた装飾・演出等は、会期中であっても中⽌・変更をお願いする場合があります。 
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5-6 その他装飾・施⼯上の注意事項 
 
1．床⾯⼯事について 

会場で展⽰物の据え付けや装飾施⼯の必要などから、床にアンカーボルトを打設する場合は、事前に届け出の必要があ
ります。⼯事の必要な出展者は巻末の提出書類【13】「アンカーボルト施⼯届」に打設箇所のわかる⼩間図⾯ 2 部を添
付して（株）アドポイントにご提出ください。また、設営後に使⽤本数に変更があった場合は、搬⼊最終⽇までに会場内
事務局へご連絡ください。 
●アンカーボルトはパシフィコ横浜⽀給のもの以外は使⽤できません。 
 （埋め込み⻑さ 50mm 以下、ボルトノック式、径 8mm/10mm/12mm） 
●作業⽤ドリルもパシフィコ横浜の無料貸与のものを使⽤してください。 
  ※サンダーの貸与はありません。 
●ピット蓋、ピット周辺部（ピット縁より 200mm 以内）、及び⽬地への使⽤は禁⽌します。 
●使⽤するアンカーボルト 1 本につき 2,160 円（消費税込み）の復旧協⼒費がかかります。 
●⽳開け作業にパシフィコ横浜の貸出し以外のドリルを使⽤したり、50mm より深い⽳を開けることは絶対に禁⽌します。 
●使⽤後のホールインアンカーは引き抜かないでください。ホールインアンカーの頭部が床⾯より出ている場合は、サンダー等

で切断し、床⾯の⽔平を保つようにしてください。回復が不⼗分、または期間中に⼗分回復が⾏われないため事務局が
代わってこれを実施した場合には、その回復に要した費⽤は出展者の負担とします。 

●使⽤後のアンカー処理のため、ハンマーによる打ち込みやガス溶接は絶対に⾏わないでください。 
●アンカーとドリルは使⽤開始⽇に施⼯カウンター（会場内）にてお渡しします。 
※お⽀払いは、後⽇（株）アドポイントより直接ご請求しますので、指定期⽇までにお振込みください。 

なお振込⼿数料は出展者にてご負担ください。 
※展⽰装飾に際して、上記アンカーボルト⼯事以外の会場躯体に対する⼯事は⼀切⾏うことができません。違反⼯事を

発⾒した場合、ただちに作業を中⽌していただきます。 
また、パシフィコ横浜が損傷と判断した場合、補修費を含めた相応の損害賠償を請求します。 

 
      ホールインアンカーの施⼯                    現状回復（復旧） 

 
 

2.重量物などの展⽰制限 
各展⽰ホールでは施設構造上、重量物展⽰に際して⼀部制限がありますので、以下の設置⽅法及び養⽣⽅法を確認
の上、出展物の配置計画をお願いいたします。 

 
■展⽰ホール床⾯ コンクリート仕上げ 床耐荷重 5ｔ/㎡ ピットおよび周辺部（ピット端部から 200mm まで） 
■展⽰物の重量制限 

展⽰物単位重量を展⽰物の⽔平投影⾯積で割った数値が 5ｔ/㎡を超えた場合は出展できません。 
 

 
 
■出展物搬⼊時の制限 
・ホール内へは最⼤積載量 10.5t の⾞両まで乗り⼊れ可能です。また、展⽰ホール内では⾞両速度 8km／h 以下としてく
ださい。 

※重量制限内でも養生の必要な場合が

あります。 
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■展⽰物設置時の制限 
①吊り上げクレーンは 45t ラフタークレーン以下とします。 
②ピット蓋上にはアウトリガーベースを載せないでください。 

また、トラック、トレーラー、ラフタークレーン⾞両は、ピット蓋上にタイヤが乗らないように停⾞してください。 
蓋や受⾦物の破損に注意してください。 
クレーンの種類 養⽣⽅法 
35t ラフター 500mm×500mm の敷板を使⽤ 
45t ラフター 1000ｍｍ×1000ｍｍの敷板に 500mm×500mm の敷板を重ねて使⽤ 

 

〈サイズ別アウトリガーベース養⽣⽅法〉 
 

 
 

■ピット及びその周辺部の制限 
重量物を設置する場合には、5t/㎡以下、ピット上とその両端 200mm においては 1t/㎡以下を満たすよう、⼆重の分散
処置を講じる必要があります。下図に⽰す要領にて補強を⾏ってください。 

 

        
 

3．天井構造 
⼩間内に天井構造物を設置する場合は、以下の条件において消防設備（煙感知器、補助散⽔栓等）の設置が必要と
なる場合があります。 
◎感知障害…奥⾏き 5m を超える天井構造物（煙感知器の設置） 
◎散⽔障害…幅 1.2m 以上の天井構造物（補助散⽔栓の設置） 
◎上記の条件以外でも構造により、消防設備の設置が必要となる場合があります。 
天井構造物を設置する出展者は、6 ⽉ 2 ⽇（⾦）までに下記書類を（株）アドポイントまでご提出ください。消防署への
届出は事務局にて⼀括して⾏います。 

①天井⾯積がわかる⼩間内施⼯平⾯図、②⽴⾯図および天井構造詳細図（消防設備などが記載されたもの） 
③天井部分の材質仕様書 

消防署の判断により消防設備が必要、または装飾内容を変更していただく場合があります。なお、装飾内容の変更及び消防設備が必要となる出展者につ
いては事務局より連絡いたします。その際の消防設備設置に関わる⼯事・費⽤はすべて出展者のご負担となります。ご不明な点は事務局までご相談くださ
い。 
※提出期限を過ぎて申請があった場合、消防署の許可が間に合わない場合がありますのでご注意ください。 
※現場にて装飾物が、事前に申請なく上記の注意事項に違反していた場合、装飾物を撤去、変更していただきますのでご注意ください。 

※出展物設置注意範囲をカバーするように

補強材の鉄板を設置してください。 
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4．2 階建て構造 
2 階建て構造は原則として認められません。ただし、設置場所や下記事項などを条件に認められる場合があります。 
詳しくはパシフィコ横浜と協議いたしますので、6 ⽉ 2 ⽇（⾦）までに図⾯等の資料を事務局へご提出ください。 

①⼆階部分には、階段（幅員 90cm 以上）を 2 ヶ所以上（2 ⽅向）設ける。 
②⼆階及び階段には転落防⽌のため、⾼さ 1.2m 以上の⼿すり等の防護柵を設ける。 
③階段付近に避難⼝誘導灯または誘導標識を設置する。 
④柱及び梁は、鉄⾻構造の不燃材とし⼗分な強度を有するものとする。 
⑤⾃動⽕災報知設備の感知器及び⾛査型⽕災検出器の感知障害となる場合は、感知器を設置する。 
⑥スプリンクラー設備及び放⽔銃の散⽔障害となる場合は、補助散⽔栓またはパッケージ型消⽕設備を設置する。 
⑦避難上必要な⾮常照明を設置する。 
 

5．装飾資材の防災規制 
展⽰会場は、法令・条例等により、⼀定基準の防⽕管理と設備が義務づけられています。 
防炎対象物品で防炎性能を有しないものを使⽤していた場合は撤去していただきます。 
会期前⽇に消防署員の査察が⾏われますので、下記の項⽬について完全を期してください。 
①消防法の防炎表⽰制度により、展⽰⽤合板、カーペット、カーテン類には「防炎ラベル」が貼付された物以外は使⽤出

来ません。 
②展⽰⽤合板・繊維板は、厚さに関係なくすべて上記の防炎合板を使⽤してください（表⾯に「防炎」と書いたラベルが

貼付され、裏⾯に５本の⾚線⼊りのもの）。 
防災合板に厚い布、ひだのある紙類を貼付する場合は、防炎性能を有する物を使⽤してください。ただし、薄い布紙を
防炎合板に全⾯密着して使⽤する場合はさしつかえありません。カーテン・幕類・布紙その他の可燃性物品を使⽤す
る場合、防炎処理済のシールのついた物を使⽤してください。なおそのラベルは、（公財）⽇本防炎協会発⾏のもの
に限ります。  ※防炎シールは、防炎物品のひとつひとつに付けてください。 
布製品に対する防炎処理は浸漬により⾏なうため、アクリルやポリエステルが 20％以上含まれているものは防炎⼆次
加⼯ができません。 

③発泡スチロールなどの⽯油化学製品（ウレタン、アセテート、ポリエステル、ナイロンなど）は、防炎性能を与えることが
困難であるため、使⽤出来ません。 
施⼯期間および会期中に所轄消防署による査察が⾏われます。防炎表⽰のない対象物品（アクリル・プラスチックダ
ンボール含む）は撤去を命じられる場合がありますので、ご出展者および⼯事関係者の⽅々のご協⼒をお願いしま
す。   
※透明素材のポリカーボネートは製品によっては防炎認定を取得したものもあります。 
 

防炎ラベル⾒本 
防炎合板およびカーテンおよび布類 防炎カーペット 
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5-7 ⽕気・危険物品の取扱い 
 
1．喫煙について（⼩間内はすべて禁煙） 
会場内はすべて禁煙となります。喫煙は、指定された喫煙場所でのみ⾏ってください。 
 
展⽰会場内で⽕気を使⽤したり、危険物（油類、裸⽕など）を持ち込むことは、消防法規により原則として禁⽌されており
ます。 
ただし、出展物の実演などのやむを得ない場合は所轄消防署の許可を受けた場合に限り、事務局の承認のもとに使⽤する
ことができます。 
 
2．裸⽕・危険物の持ち込み 
展⽰会場内での裸⽕の使⽤、⼜は危険物の持ち込みは、該当書類に所定の事項を記⼊し、所轄消防署に申請し「禁⽌
⾏為解除承認」を受け、次の①〜⑥の条件を遵守のうえ、初めて実演することができます。 

①実演に使⽤する危険物は、1 ⽇ごとに使⽤量を持ち込むこと。 
②裸⽕を使⽤する台および周囲は、⾦属以外の不燃材料で被覆すること。 
③付近における⽕気の使⽤を禁⽌すること。 
④容器に注意し、転倒破損、流失などをさせないこと。 
⑤消⽕器を備え、かつ表⽰すること。 
⑥⽕花を発⽣する施設については、周囲の可燃物を除去するとともに、観客に危害を及ぼさないように保護策を施すこ

と。 
 
危険物の種類（第四類、内蔵⽤オイル含む）は、次の通りです。 

第⼀⽯油類（ガソリン、シンナーなど） 
第⼆⽯油類（灯油、軽油、溶剤、インキ、フラックスなど） 
第三⽯油類（Ａ重油、マシン油など） 
第四⽯油類（スピンドル油、ギヤー油、コンプレッサー⽤オイルなど） 
アルコール類（アルコールなど） 
動物性油類（⾷⽤油など） 
その他⽕気／危険物品例 

潤滑油、テレピン油、ベンゾール、クロール、エンジンオイル、濃硫酸、プロパンガス、 
⾼圧ガス、シンナー、フロンガス、炭酸ガス、アルゴンガス、⼤量マッチ、セルロイド類、 
アンモニア、印刷機などのインク洗浄液、スプレー類、劇毒薬、可燃性ガス 

注意事項 
次の①〜⑩の注意事項を遵守してください。 

①洗浄油、潤滑油など油性など危険物の会場持ち込みは、届出量を限度とし、1⽇ごとに使⽤量のみを持ち込んでくださ
い。 

②実演に使⽤しない可燃物の⼊った⽸やチューブなどは、中抜きをして展⽰してください。 
③危険物については、出展者が⼩間内で安全に保管し、常に保管責任者を置いてください。 
④保管には、浸濡、揮発などの引⽕、着⽕の危険が無いように厳重に注意を払ってください。 
⑤危険物品取扱場所は常に清掃し、不⽤意に可燃物を置かないでください。 
⑥空⽸は必ず持ち帰り、⼩間内に置かないでください。 
⑦準備期間中に使⽤した塗料、シンナー、スプレー類は、使⽤後速やかに撤去し、館内に放置しないでください。 
⑧消⽕器は危険物の側に必ず設置してください。 
⑨届出以外の危険物および裸⽕を使⽤しないでください。 
⑩①〜⑨の他、消防署の必要と認める予防措置を適宜、施してください。 
※以上のことが守られていない場合には、消防法令違反により、実演の中⽌や展⽰物の撤去が命ぜられますので 

ご注意ください。 
   また、開催前⽇の午後に消防署による査察が⾏われます。 
   それまでに危険物の設置が済んでいる事と、出展担当者の⽴ち合いが義務づけられています。 
 
提出書類 
裸⽕・油類などの危険物を出展または使⽤される場合巻末の提出書類【14】「⽕気・危険物品持込許可申請書」にご記
⼊のうえ、使⽤する機械のカタログ 2 部を添えて、6 ⽉ 2 ⽇（⾦）までに提出してください。 
展⽰会事務局で⼀括して消防署の承認を受けます。
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6-1 電気 
展⽰場内は天井に⽔銀灯が取り付けてあり、これを点灯して⼀般照明とします。 
場内の平均照度は約 500 ルクスとなります。 
なお、基礎⼩間に展⽰⽤照明は取り付けてありませんのでご注意ください。 
電気供給⽅式電⼒供給⽅式は、下記の通りです。 

交流単相 100 ボルト 50 ヘルツ 
交流単相 200 ボルト 50 ヘルツ 
交流３相 200 ボルト 50 ヘルツ 

 
1．申し込み⼿続き 
全ての出展者は巻末の提出書類【2】「電気・電⼒⼯事申込書」を 6 ⽉ 2 ⽇（⾦）までに飯⽥電機⼯業（株）にご提出
ください。 
期⽇までにお申し込みのない場合、所要電⼒計画に折り込めませんので、⼩間内への電気の供給が不可能となることもあり
ますのでご注意ください。 
電気・電⼒⼯事申込書の作成に際しては、電源希望位置図および単線結線図のみを記⼊してください。電源希望位置は
機器のレイアウトを考えて、当初の計画段階から考慮してください。単線結線図は、負荷容量を記⼊し、始動電流の⼤きな
機器は特に明記してください。夜間送電の負荷がある場合は専⽤回路としますので、必ず「夜間送電」と明記してください。
蛍光灯、⾼圧⽔銀灯は定格容量の 150％として計算してください。機器名板が⾺⼒表⽰の場合は、1HP を 1kW に換算
して計算してください。 
なお、電⼒事情等についての不明な点は､指定幹線⼯事業者に直接お問い合わせください。 
 
2．幹線⼯事と費⽤負担 
主催者では、上記申込書に基づき供給幹線を⼩間内まで配線し、開閉器を設けます。開閉器の取り付け位置は必ず電
気・電⼒⼯事申込書に明記してください。指定のない場合は、後壁左右いずれかに取り付けさせていただきます。（2 ⼩間
以上の場合も原則として電源は 1 ケ所です。但し、通路を隔てた⼩間の場合はそれぞれ電源を出します。) 
 
●電気幹線⼯事費および使⽤料（消費込み） ※1kW 単位、⼩数点以下切り上げ。 
 

申込容量
（kW） 幹線⼯事費  

 0〜1 11,880 円  
 1.01〜2 23,760 円  
 2.01〜3 35,640 円 以降同様に 1kW 毎に 11,880 円加算されます。 
※夜間送電の場合は別途ご請求させていただきます。 

 
●電気幹線施⼯区分 
 

 幹線⼯事業者施⼯⼀次配線  
 

   出展者施⼯⼆次配線     
 

1φ 
100V 幹線                      

             照 明 設 備 
             コンセント設備 
             そ の 他 設 備 

3φ 
200V 幹線                      
 
主幹開閉機 

             電 動 機 設 備 
             そ の 他 設 備 
 
             配 電 盤 

 
 
 

S 

S 

責任分界点 
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●電気供給時間 
 

7 ⽉ 3 ⽇（⽉） 送電はございません 
7 ⽉ 4 ⽇（⽕） 8:00〜20:00 
7 ⽉ 5 ⽇（⽔） 8:00〜18:00 
7 ⽉ 6 ⽇（⽊） 8:30〜18:00 
7 ⽉ 7 ⽇（⾦） 8:30〜17:15 

 
幹線⼯事の配線が、⼩間内および⼩間前の通路を横断する箇所がありますが、ご了承ください。 
幹線⼯事費及び電気使⽤料⾦は、前記料⾦より計算し電気を使⽤するすべての出展者に請求させていただきます。 
 
3．⼩間内電気⼯事 
出展者が⾏う⼩間内電気⼯事については、事務局では特に業者の指定はしませんが、必ず電気⼯事⼠法に基づく所定の
有資格者が⾏ってください。 
電気⼯事を⾏うすべての作業者は、作業中必ず電気⼯事⼠法に基づく第 1 種・第 2 種電気⼯事⼠免状または認定電気
⼯事従事者認定証を携帯してください。無免許者が施⼯している時は、作業を中⽌させられます。 
電気⽤品安全法の適⽤を受ける電気⽤品および材料は、経済産業⼤⾂の型式承認を受けたマーク⼊りを使⽤してくださ
い。 
⼩間内電気⼯事は、すべて会期前⽇までに必ず完了してください。会期中の電気配線⼯事は認められません。 
モーター⽤動⼒配線には、負荷に相当するコンデンサーを取り付けてください。 
⼩間内電気設備のスイッチを⼊れるヒューズは、必ず適正ヒューズを使⽤し、銅線等を代⽤しないでください。 
100V 照明関係の配線は、１台が 15Ａ以上の器具は１回路毎に分岐し、その他は 15Ａ以下毎に 1 回路とし、分岐ス
イッチ（カットアウトスイッチ）を設けてください。 
蛍光灯、⽩熱灯などの照明器具及び機器の配線に際して、コードの流し引き、または接続器なしにコードを接続しないでくだ
さい。コードをステップル等で壁⾯に押さえつけて配線することも出来ません。必ずＦケーブルか同等以上のケーブルを使⽤して
ください。 
施⼯にあたっては、特に⽕災などの危険の防⽌、⼈体や財物の損傷その他事故の防⽌について、万全の注意を払ってくださ
い。 
分電盤の主幹には必ず漏電ブレーカーを使⽤してください。 
 
4．保護装置について 
電源の異常及び事故による停電、または電圧降下のために実演物・出展物・各種装置等を損傷した場合、展⽰会事務局
はその責任を負いかねますので、出展者の⽅々は事故による損傷を防⽌するために、実演にあたり、充分な保護装置を施し
てください。 
 
5．会期中の保守 
会期中は、事務局指定幹線⼯事業者の電気保守要員が、会場事務局に常駐しております。⼩間内の⼩さな事故でも、
事務局へ連絡してください。 
 
6．指定幹線⼯事業者 
電気幹線⼯事、申し込み等、電気に関する⼀切の事項は、下記指定業者が展⽰会事務局に代⾏して担当しますので、
不明な点は下記業者に直接お問い合わせください。 
また、展⽰会事務局が⾏う電気幹線⼯事及び料⾦の請求は、下記業者が担当します。 

 

《電気に関するお問い合わせ先》 
飯⽥電機⼯業（株） イベント事業本部 担当者︓⻑⾕川、越智 

〒136-0082 東京都江東区新⽊場 1-8-21 
Tel. 03-3521-3522  Fax. 03-3521-3524 
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6-2 給排⽔・エアー 
展⽰会場では、給排⽔・エアーの利⽤が可能です。各配管⼯事に関する注意事項を以下のとおりご案内いたします。尚、⼯
事費⽤並びに使⽤料⾦は出展者の負担となります。 
必要な出展者の⽅は巻末の提出書類【15】「給排⽔⼯事申込書」、【16】「圧縮空気（エアー）申込書」に必要事項をご
記⼊の上、6 ⽉ 2 ⽇（⾦）までにお申し込みください。 
ご不明な点は下記指定協⼒会社へお問い合わせください。 
 
 
■幹線⼯事および⼆次側⼯事 
 幹線⼯事 ........... 会場内の取出⼝より、申込出展者の⼩間までの⼯事 
 ⼆次側⼯事 ........ ⼩間内の⼯事 
幹線⼯事と⼆次側⼯事の⼯事費および使⽤料⾦は出展者負担となります。 
料⾦は(株)スリーエス設備⼯業が算定したものを会期終了後に納⼊してください。 
 
  
■給排⽔ 給排⽔幹線⼯事として塩化ビニールパイプで⼩間袖まで配管します。 
 ⼩間内の配管は、別途料⾦がかかります。 
 給⽔の⽔圧は、0.18〜0.2MPa です。これ以上の⽔圧を必要とする場合は、 
 単独分岐配管⼯事や加圧機設置⼯事が別途必要です。 
  
 給⽔パイプ径︓ 13mmφ、20mmφ 
  その他の⼝径は指定業者とご相談が必要です。 
 排⽔パイプ径︓ 40mmφ または 50mmφ 
 料      ⾦︓ ⼯事１カ所につき 64,800 円 
 （消費税込み） 会期中の保守料⾦ 5,400 円 
  ⽔道使⽤料⾦ 972 円／m３ 
 
■圧縮空気 圧縮空気幹線⼯事として耐圧ホースで⼩間袖まで配管します。 
 圧縮空気の圧⼒は 0.7MPa です。 
 それ以上の圧⼒を必要とする場合は、別途⼯事が必要です。 
 アフタークーラーやドライ装置など出展者で準備してください。 
 
 配管の⼝径︓ 1／2”，3／8”，1／4” 
  （その他の⼝径は指定業者とご相談が必要です。） 
 料      ⾦︓ ⼯事１カ所につき 75,600 円 
 （消費税込み） 会期中の保守料⾦ 5,400 円 
  時間外運⽤料⾦ 5,400 円 
  [1 時間あたり。規定時間（8:30〜18:00）] 
 

《給排⽔・エアーに関するお問い合わせ先》 
(株)スリーエス設備⼯業 担当︓奥村、早川 

〒114-0023 東京都北区滝野川 2-15-4 TM レジデンス１F 
Tel. 03-5907-2100  Fax. 03-5907-2500 
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6-3 インターネット接続／通信回線 
各種通信回線の設置をご希望の出展者の⽅は巻末の提出書類【17】「インターネット接続申込書」にご記⼊の上、5⽉26
⽇（⾦）までにキッセイコムテック（株）へご提出ください。以下のサービスは、NTT コミュニケーションズが提供するベストエフ
ォートサービスを利⽤している為、回線速度の保証および、当該回線障害／プロバイダ障害による補償は⼀切いたしかねま
す。 
 
●各回線の提供期間︓7 ⽇ 4 ⽇（⽕） 14:00〜7 ⽇（⾦）会期終了まで 
 
■専有光回線 
●専有光回線（固定 IP なし） 1 回線 ︓ ￥129,600（消費税込み） 
①専有光回線によるサービスです。 
②プロバイダー接続設定、ブロードバンドルータ、有線 LAN ケーブル１本を含みます。ルータ以降の⼩間内配線、 

機器接続・設定は含まれません。 
③lP アドレスは、DHCP により⾃動取得されます。 
④固定 IP をご希望の場合は、別途有料にて⼿配が可能です。 
 
■無線 LAN アクセスポイント設置 
展⽰会場内には無線 LAN が⾶んでいますが、通信回線が不安定な場合もあります。 
別途費⽤にてブース内にて無線 LAN を利⽤できるサービスもありますので、利⽤を希望する場合はお問合せください。 
 
 

《インターネット接続・通信回線に関するお問い合わせ先》 
キッセイコムテック（株）レンタル事業部 担当︓⽜越・塚本 

〒170-0005 東京都豊島区南⼤塚 3-32-1 ⼤塚 S&S ビル 
Tel. 03-5843-0353 Fax. 03-5979-6335 Email: energy@network.kcrent.jp 
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6-4 ⼩間内清掃 
■⼩間内清掃（設営⽇〜開催⽇） 
会期中に⼩間内の清掃・ブース廃材/廃棄物運搬処分を依頼する場合は、提出書類【18】「⼩間内清掃・ブース廃材/廃
棄物運搬処分申込書」を 
6 ⽉ 16 ⽇（⾦）までにパシフィコ横浜クリーンエコセンター宛にご提出ください。 

料 ⾦ ￥900（1 ⼩間/⽇あたり・税抜） 

内 容 設営後や開催後の床⾯吸塵・モップがけ 
※設営中や開催中の清掃は、別途料⾦を申し受けます。（「その他作業費」参照） 
※出展物や装飾品の清掃は⾏いません。 
※廃棄物・装飾残材などの処理は、別途料⾦を申し受けます。（「廃棄物処分費」参照） 
 

清掃は 7 ⽉ 4 ⽇（⽕）設営最終⽇ 18 時以降、及び 7 ⽉ 5 ⽇（⽔）閉会後 17 時以降、6 ⽇（⽊）閉会後 17
時以降の 3 回となります。（希望⽇をお選びいただけます。） 
 

■ブース廃材処分費（撤去⽇） 
処分費（1kg あたり、税別） ⾞両費（1 台あたり） 

⽊くず ￥40 4t ⾞ ￥35,000〜 

混合物 ￥50 10t ⾞ ￥55,000〜 
※処分量により、別途作業費を申し受けることがあります。 
※積合せ配⾞より、⾞両費を低減させることがあります。 
※1 ⼩間あたりの費⽤は、平均約￥5,300（処分費 および ⾞両費）です。 
※料⾦は全て税抜です。 
 

■廃棄物処分費（設営⽇〜撤去⽇） 
分別 単価（税別） 単位 

混合廃棄物 ￥4,200 

700ℓ（弊社⼿配のコンテナ）あたり 
 

飲⾷容器（汚れ付着プラスチック） ￥3,800 

ビニール類（汚れ無しプラスチック） ￥3,600 

ビン・⽸・ペットボトル ￥2,500 

⽣ゴミ・汚れ紙 ￥4,200 

※70ℓ（ゴミ袋 1 袋）あたりは￥500 
 

ちらし・パンフレット（再⽣紙） ￥1,000 

ダンボール ￥500 

花器スタンド ￥2,000 1 台あたり 

機密⽂書類 ￥1,000 20kg あたり ※別途収集運搬費￥23,000 

廃油（凝固剤で固めた物） ￥1,500 18ℓ（⼀⽃⽸）あたり 
※料⾦は全て税抜です。 
 

■参考 
①その他作業費 

料 ⾦ ￥2,500（1 名/時間あたり） 

内 容 設営中や開催中の⼩間内⼀般ゴミ回収（紙くず等）・床⾯吸塵・モップがけ/油染清掃 など 
※1 ㎡あたりの油染清掃費は、平均約￥2,500 です。飲⾷物（特に揚物）提供時に多発しておりますので、床⾯養⽣等

の事前対策をお願いいたします。 
※料⾦は全て税抜です。 
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②廃棄物カルテの作成 
 パシフィコ横浜は、横浜市「3R 活動有料事業所」の認定事業所です。 
 廃棄物の減量化、資源の再利⽤を促進し、100％リサイクルを⽬指した環境負担の低減に努めております。 
 ※3R︓Reduce（発⽣抑制）・Reuse（再使⽤）・Recycle（再利⽤） 
 また、廃棄物の⾒える化として、発⽣量・リサイクル率等を明記した「廃棄物カルテ」の作成も⾏っております。 
 

《⼩間内清掃に関するお問い合わせ先》 
パシフィコ横浜 クリーンエコセンター 

〒220-0012 神奈川県横浜市⻄区みなとみらい 1-1-1 
Tel. 045-221-2083 Fax. 045-223-2012 E-mail︓c-ecocenter@pacifico.co.jp 

 
6-5 弁当予約 
展⽰会出展者の関係者様⽤にお弁当の予約サービスをご⽤意しております。会期中、貴社ブースへ配達いたしますので、ブ
ースアテンドでご多忙の際に便利です。 
詳細は出展者専⽤ Web サイト上のメニュー表をご覧のうえ、提出書類【19】「お弁当予約申込書」を 7 ⽉ 2 ⽇（⽇）まで
に（株）崎陽軒宛にお申込みください。 
 

《お弁当に関するお問い合わせ先》 
（株）崎陽軒 外商課 

〒220-0011 神奈川県横浜市⻄区⾼島 2-12-6 
Tel. 0120-938-029 Fax. 045-451-6932 

 
6-6 コーヒーケータリングサービス 

 

●コーヒーメーカーフルセット…………￥25,000（税込） 
セット内容 ︓ 業務⽤コーヒーメーカー1 台、コーヒーカップ、スティックシュガー、ミルク、フィルタ、マドラー各 120 セット、 

コーヒーポット 2 台、コーヒー粉 120 ⼈前、ペットボトル天然⽔ 
※ コーヒーメーカーフルセットは会期前⽇にブース内に設置させていただきます。このセットは業務⽤コーヒー 

メーカーを使⽤するためブース内の設置場所に100V・1kWのコンセント1⼝が必要となりますので、別途、電気幹 線⼯
事(有料)をお申込みください。 

 
●コーヒーポットセット…………………￥2,500（税込） 
セット内容︓コーヒーポット 1 本（約 10 ⼈前）、コーヒーカップ、スティックシュガー、ミルク、マドラー付 
※ コーヒーポットセットは会期当⽇の朝 9 時までにブースまでセットをお届けします。ポットの追加はその都度電話 

【045-662-9565】でご依顧ください。30 分以内にお届けします。 
 

《コーヒーケータリングサービスに関するお問い合わせ先》 
（株）フードワークス 担当︓唐⽥、中村 

Tel. 03-5798-8132 Fax. 03-5798-8140  
E-mail︓karata@foodworks.jp、hamaya@foodworks.jp 

 
6-7 ⾷券（みなとみらい 21 共通飲⾷券） 
準備期間中および会期中、パシフィコ横浜施設をはじめ、ショッピングセンター、ホテル等みなとみらい 21 地区内のほとんどの
レストラン 2017 年 4 ⽉現在 223 店舗でご利⽤いただけます。 
 

《⾷券（みなとみらい 21 共通飲⾷券）に関するお問い合わせ及び事前販売のお申込み》 
みなとみらい 21 共通飲⾷券事務局 

〒231-0005 神奈川県横浜市中区本町 5-48 あいおいニッセイ同和損保横浜ビル 1F （株）アミー内 
Tel. 045-223-2360 Fax. 045-223-2293 営業時間（平⽇）9:00〜18:00 

《当⽇販売》パシフィコロジスティクスセンター 
9:00〜18:00 パシフィコ横浜展⽰ホール 2F 

 

詳細はこちらへ 
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6-8 PC レンタル 
コンピュータおよびプリンタなどのリースを斡旋致します。ご希望の出展者は巻末の提出書類【20】「ＰＣレンタル申込書」をご
参照のうえ、6 ⽉ 23 ⽇（⾦）までにお申し込みください。 
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《PC レンタルに関するお問い合わせ先》 
キッセイコムテック（株）レンタル事業部 担当︓⽜越・塚本 

〒170-0005 東京都豊島区南⼤塚 3-32-1 ⼤塚 S&S ビル 
Tel. 03-5843-0353 Fax. 03-5979-6335 Email: energy@network.kcrent.jp 
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6-9 ホテル宿泊 
第 12 回再⽣可能エネルギー世界展⽰会では、JTB グローバルマーケティング＆トラベルに委託し、ご出展者のご宿泊⽤に
別紙ホテルをご⽤意致しました。 
 

1．ご宿泊代⾦に含まれるもの 
⼀室⼀泊料⾦。税⾦、サービス料込。 

 

2．お申込み⽅法 
a）オンライン（https://mice3.jtbgmt.com/renewableenergy2017/?lang=ja）にて必要事項をご⼊⼒の

うえ、6 ⽉ 2 ⽇（⾦）までにお申し込みください。 
b）お⽀払 

お⽀払いはクレジットカードまたはお振込による全額前払いにて承っております 
 

<<クレジットカードの場合>> 
6 ⽉ 2 ⽇（⾦）までにお申込サイト内でカード情報をご⼊⼒いただき、直接ご決済ください。お⽀払い完了後、確認書を
ダウンロード頂けます。 
下記クレジットカードがご利⽤頂けます。 

         1. VISA   2. MASTER   3. DINERS   4. AMEX   5. JCB 
 

<<お振込みの場合>> 
オンライン申込サイト内で、お振込予定⽇を選択いただきお振込みください。期⽇までに全額振込のうえ、銀⾏振り込み書
のコピーを（株）ＪＴＢグローバルマーケティング&トラベル宛にＦＡＸにてご送付願います。期⽇までにお振込みいただ
けない場合、ご予約は⾃動取消とさせていただきます。なお、お振込み⼿数料はお客様のご負担とさせていただきますので
ご了承ください。 

 

三菱東京 UFJ 銀⾏ 新丸の内⽀店 普通４７６０３２７ 
⼝座名︓ｶ)ｼﾞｪｲﾃｨｰﾋﾞｰｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｱﾝﾄﾞﾄﾗﾍﾞﾙ 

 

3．確認書 
オンラインにてご予約およびお⽀払い終了後、個⼈ページの各お申込みインデックスタブに確認書が表⽰されます。 
確認のためチェックインの際こちらを印刷の上、お持ちください。（個⼈ページを確認いただくためには ID 番号とパスワードが
必要です。） 

 

4．変更・取消 
1）お申込内容（宿泊者⽒名、部屋タイプなど）に変更、取消が⽣じた場合、オンラインよりお⼿続きをしていただき、 

変更・取消にお間違いがないか必ず個⼈ページよりご確認ください。申込締切後（6/3 以降）は E-mail または Fax
等書⾯にてお知らせ下さい。（お電話での変更は承っておりません。） 

2）全取消および⼀部取消の場合は下記の取消料を申し受けます。 
宿泊⽇より 取  消  料 

10 ⽇前までに連絡 無料 
9 ⽇前〜2 ⽇前までに連絡 １室につき、１泊料⾦の 20％ 
前⽇までに連絡 １室につき、１泊料⾦の 80％ 
当⽇に連絡及び無連絡 １室につき、１泊分全額 

*チェックイン後泊数減の場合にも、その減泊数分は全額キャンセル料を申し受けます。 
 

《宿泊に関するお問い合わせ先》 
（株）JTB グローバルマーケティング＆トラベル 

第 12 回再⽣可能エネルギー世界展⽰会 JTB デスク 
〒140-8604 東京都品川区東品川 2-3-14 東京フロントテラス 7F 

Fax. 03-5495-0785  Tel. 03-5796-5446 
MAIL: renewableenergy2017@gmt.jtb.jp 

営業時間 （⽉）〜（⾦）10:00-17:30 （祝祭⽇を除く） 
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ホテル⼀覧 
宿泊可能⽇︓2017 年 7 ⽉ 3 ⽇（⽉）〜7 ⽉ 7 ⽇（⾦） 

地  区 
（会場までの所要時

間） 
宿泊施設名 

1 ⼈ 1 部屋利⽤料⾦ 
（シングルルーム） 
税・サービス料込み 

2 ⼈ 1 部屋利⽤料⾦ 
（ツインルーム） 

税・サービス料込み 

みなとみらい 
（会場直結） 

ヨコハマグランド 
インターコンチネンタルホテル 
横浜市⻄区みなとみらい 1-1-1 
TEL︓045-223-2222 

*朝⾷なし 22,680 円（7/3〜7/6） 
*朝⾷なし 24,840 円（7/7） 
*朝⾷付き 24,840 円（7/3〜7/6） 
*朝⾷付き 27,000 円（7/7） 

(38 ㎡) 

朝⾷なし 25,920 円（7/3〜7/6） 
朝⾷なし 30,240 円（7/7） 
朝⾷付き 30,240 円（7/3〜7/6） 
朝⾷付き 34,560 円（7/7） 

(38 ㎡) 

桜⽊町 
（徒歩 20 分または 

⾞で 6 分） 

横浜桜⽊町ワシントンホテル 
横浜市中区桜⽊町 1-101-1 
TEL:045-683-3111 

*朝⾷なし 10,044 円 
*朝⾷付 11,448 円 

(14 ㎡) 

*朝⾷なし 15,768 円 
*朝⾷付 18,576 円 

(14 ㎡) 

⾺⾞道 
 (徒歩 20 分) 

横浜平和プラザホテル 
横浜市中区太⽥町 5-65 
TEL:045-212-2333 

朝⾷なし 6,804 円 
朝⾷付き 7,684 円 

(11 ㎡) 

朝⾷なし 9,504 円 
朝⾷付き 11,264 円 

(11 ㎡) 

⾺⾞道 
（徒歩 15 分） 

ナビオス横浜 
横浜市中区新港 2-1-1 
TEL︓045-633-6000 

朝⾷なし 9,180 円（7/3〜7/6） 
朝⾷なし 10,800 円（7/7） 
朝⾷付き 10,680 円（7/3〜7/6） 
朝⾷付き 12,300 円（7/7） 

(19.2 ㎡) 

朝⾷なし 17,280 円（7/3〜7/6） 
朝⾷なし 20,520 円（7/7） 
朝⾷付き 20,280 円（7/3〜7/6） 
朝⾷付き 23,520 円（7/7） 

(28.8 ㎡) 

◆上記料⾦は１室１泊あたりの料⾦、サービス料込、税⾦込の料⾦となります。 
◆*はツインまたはダブルルームのおひとり様利⽤となります。 
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各ホテルから展⽰会場までの交通アクセス 

ホテル名 ア ク セ ス 

①ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル ホテル…………パシフィコ横浜 
 （直結） 

②ナビオス横浜 ホテル…………パシフィコ横浜 
 （徒歩 15 分） 

③横浜桜⽊町ワシントンホテル ホテル…………パシフィコ横浜 
（徒歩 20 分または⾞で 6 分） 

➃横浜平和プラザホテル ホテル…………パシフィコ横浜 
    （徒歩 20 分） 

 
 
 

 
 
 


